
          

                                                                 

  

 

 

 

                                           

                                 

                                 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

                                        

   

   

                                               

                                           

                                  

 

   

日 曜日 予   定 

１ 土  

２ 日  

３ 月 
衣替え 令和５年度入園受付開始【認可外・１号】
※【2号】申込書配布・申請 

４ 火   

５ 水 みどりの広場 

６ 木 総合避難訓練 

７ 金  

８ 土 ２歳・満３歳児親子お楽しみ会 

９ 日  

10 月 スポーツの日 

11 火  

12 水 誕生会（年中組）  職員会 

13 木 誕生会（満 3歳児・年長組） 

14 金  

15 土 秋祭り事前準備（9：30～11：00学級係） 

16 日  

17 月  

18 火 誕生会（年少組） 2歳児身体測定 

19 水 みどりの広場 

20 木    

21 金  

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水  

27 木 演劇鑑賞 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月 鶴岡駅前ハロウィンパレード（年中親子） 

１１月の主な予定 

 

 

おねがい 

◇４日（金）秋祭り 

◇９日（水）お茶を楽しむ会（年長） 

◇８日（火）～１０日（木）個人面談（希望者） 

 

令和４年１０月みどり幼稚園 

≪１０月の予定≫ 

☆３日（月）衣替え  

※３歳以上児は園児服と緑色の 

園児帽子で登園させてください。 

 

令和５年度 入園受付開始 
＊この日は７：３０～受付を行い

ます。 

 

実 家 庭 配 布 

《 経験内容 》 

さ く ら 組   ・教師や友だちとかかわりながら、イメージを持ってごっこ遊びをする。 

・身近な材料や秋の自然に触れながら、表現遊びをする。 

年 少 組 ・自分の思いやイメージしたことをのびのびと表現する。 

・気の合う友だちと一緒に繰り返し好きな遊びをする中で思いを伝える。 

・様々な素材に触れたり秋の自然物を取り入れたりしながら、描いたり作ったりす

ることを楽しむ。 

年 中 組 

 

・友だちとイメージを膨らませて遊んだり、表現したりする。 

・ルールのある遊びを楽しみながら、友だちとかかわって遊ぶ。 

・季節の変化を感じながら、身近な秋の自然に触れたり遊びに取り入れたりして楽

しむ。 

年 長 組 

 

・自分たちで遊びを考えたり工夫して作ったりしながら、遊びを進めようとする。 

・秋の自然に関心を持ち、感じたことや経験したこと等を様々な方法で表現する。 

・友だちとイメージを共有しながら役割を分担し、協力して作ったり描いたりする

ことを楽しむ。 

 

 

今 月 の 保 育 内 容 

《 せいかつ 》 

「お話を聞きましょう」 
・聞く楽しみと話す喜びを感じましょう。 

＊お話を聞く態度も身につけていけるといいですね。 

 
《 仲よしあそび 》 
・秋の自然の変化や美しさに気付いたり、自然物を使っ

たりして遊ぶ。 

（空、雲、風、紅葉、木の実、虫探しなど）  

 

・友だちと一緒にイメージを膨らませて遊びを楽しむ。 

（お店屋さんごっこ、リサイクル遊びなど） 

お知らせ 

○衣替えに伴って９／３０（金）に着替え袋

を持ち帰ります。季節に合った服に取り替

えて持たせて下さい。記名や汚れた服を入

れるビニール袋の確認もお願いします。 

『はしれ・とべ パワー全開！ 第 51 回みどり幼稚園運動会』では、保護者の皆さ

んの温かいまなざしの中で、子どもたちの笑顔がいっぱい広がりました。ご声援ありが

とうございました。前日の準備会や当日の用具出しなど、お父さんたちのご協力のお陰

でスムーズに実施することができましたこと、あらためて感謝申し上げます。 

私は小学校に入ってから、「自分は運動が下手なんだ」と自覚するようになりました。

体育の短距離走はいつもゲッパ（ビリ）、跳び箱もとべず、逆上がりも４年生まででき

ない子どもでした。早生まれで同学年の中で身長も一番低く、やせっぽっちな私に、父

は「山椒は小粒でピリリと辛い。」と言うだけでした。中学卒業までずっとそんな感じ

だったのですが、決して運動嫌いではありませんでした。 

高校生になって水泳部に入りました。海に潜ってのハマグリ採りが得意だったからで

す。潜りと競泳は全然違うことを直ぐに悟ったのですが、部員が少なく、私が辞めたら

リレー種目に出場できなくなることから続けました。体格も少しずつ成長し、心肺機能

も少しは鍛えられたためか、水泳はいつもゲッパだったものの校内マラソン大会で３位

になったのです。運動で初めての上位入賞でした。陸上部の２人には勝てないまま、毎

回３位の３年間でした。この体験がきっかけで、社会人としてこちらに戻ってから 50

歳まで市の駅伝競走大会に出場することになります。 

今年の年長児も一生懸命持久走に挑戦しました。早い遅いはあるものの、また、転ん

でも起き上がり、最後まで走り抜ける姿がありました。この年代は、何事にも精一杯の

自分を発揮し、得手・不得手の意識は薄いのだろうと思います。結果を気にかけるよう

になるのはこれからですが、『好きこそものの上手なれ』です。運動が好き、絵本が好

き、工作が好き、食べることが好き、〇〇が好き！幼児期には、たくさんの『好き』を

感得させる声掛けや子育てが大切なのかなと思います。     （文：園長 奥山愼） 

 


